


1．バックオフィス業務の最適化と生成AIの活用により、業務効率を大幅に
　  向上し、残業削減と生産性の継続的な改善を実現する。

2．デジタル技術・生成AIを活用し、従業員が創造性を発揮しやすく働きやすい
　  環境を整備し、組織の活力と定着率を向上させる。

3．BIツールおよび生成AIを活用したデータドリブン経営を推進し、
　  お客様への付加価値の高いサービス提供を強化する。

4．デジタル・データリテラシーとともに生成AIリテラシーを備えたDX人材を
　  育成し、自律的に革新を生み出す組織を形成する。

　1.DX推進における基本方針  



　2.DX推進プロジェクト達成状況をはかる指標  



　2.DX推進プロジェクト達成状況をはかる指標  



　2.DX推進プロジェクト達成状況をはかる指標  



　3.DX推進体制  
最高意思決定者 

代表取締役社長  

温浴事業  ゴルフ事業 飲食事業  建築事業 



　4.DX人材育成に向けた取り組み  



　5.デジタルツールの活用  



  Phase1  
現在まで(～2025年)  

Phase2  
中期計画(～2027年)  

Phase3  
長期課題(～2029年)  

バックヤード業務の  
デジタル化  

RPAやGASを導入しルーティン作
業を自動化。CSVデータ抽出等
の効率化を図る。RPAやGASを導
入しルーティン作業を自動化す
る。 

ノーコードツールで分散データを
集約するシステムを構築。  
各種データの結合を可能にする。
データの2重入力をゼロにする。  

集約データを基に、AI予測や高度
分析を実施。バックヤードの定型
業務の完全自動化と、リアルタイ
ムデータ管理を完遂する。  

IT人材の創出  

デジタルスキル標準（DSS）基準
の外部測定サービスを活用し、現
状スキルを可視化・把握する。  

社内DX資格や人事評価制度を整
備し、スキルアップのモチベーショ
ンに繋げ、全社的なITスキル向上
を推進する。  

現場主導で価値創出ができる人
材を全部門に配置する。全社的
に、自律的な課題解決文化を定
着させる。 

組織体制の変革  

組織横断チームを設立し各部門
からメンバーを選出。全社的なDX
推進活動を開始する。  

全社的なDX戦略を策定。  
部門横断的な体制で顧客支援と
課題解決を具体的に実施する。  

ITで部門間の壁を撤廃し、顧客要
望に即応する組織を確立。地域
社会と繋がるサービスを追求す
る。 

　6.DX推進シナリオ  




